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まず、①申込の流れを見ていきます。

これが「特設WEBサイト」です

省エネお助け隊で検索すると
下の画面に遷移します

クリックすると



申込は基本的には受診企業のご担当者が行いますが、
必要に応じてサポートをお願いします。 緑が丘スポーツ公園体育館を例に

検索していきます

今回は「照明」「空調」「給湯」の3設備を対
象にし、延べ床面積が7545㎡あるので
「工場・事業所全体プラン」を選択しますが
実際には設備単位プランが多いと思います



山梨県管工事協会が筆頭に出てきますので申込をクリックします。



今回は 県有施設「緑が丘スポーツ公園」
であるため、こちらを選択します。

中小企業が受診企業であればこちらを
チェックしてください。



読んでいただき、チェックボックスにチェックして



入力フォームに受診企業と診断実施場所（緑が丘スポーツ公園）の情報を入力していきます

誤（数字は半角でないとエラーに）

正

アドレスを間違えると確認メールが来ません







申込が完了するとメールが来ます



受診企業からの申し込みが終わりました。

入力データがｊポータルに（事務局用）に反映されます。
管工事協会事務局が内容を確認し、受診企業が診断を希望す
る設備や、診断場所等を考慮し、専門家を選定します。

事務局が選定した専門家に診断を打診し、
合意とれればｊポータルから「従事者登録」を行います



緑が丘スポーツ公園が表示されています。
詳細をクリックすると、先ほど特設WEBサイ
トで入力した内容が表示されます

今回は横山事務局⻑を従事者としますが
照明と冷蔵設備を見て欲しいという「設備単
位プラン２設備」の申込であれば
それぞれの専門家2名を従事者登録すること
もできます。

②申込情報がＪポータルに反映され、事務局が ③受診企業の情報
収集など必要な手続きを行った後、④従事者登録をします。



省エネ診断について

ここからSポータル（専門家用）画面や
診断・報告会に使うエクセルシートを

見ていきます。



Sポータル（専門家用）にログインしてください。



詳細をクリックしてみましょう

検索実行をクリックすると自分に割り
当てられた診断計画が表示されます



赤点線は報告書に
転記する箇所です

見積書はここから





下にスクロール

採択者ページをクリックする
と様々な資料が出てきます



ダウンロードしましょう

今までのＳポータルの画面は緑が丘体育館の工場・事業所全体
プランとなっていましたが。
今後の事例で一番多いと思われる「設備単位プラン」の書類作
成を見ていきます。

診断に報告会に最低限必要なのは左の「診断チェックシート」
「報告書」です。この二つの書類は保存義務があります。

「報告書」の表紙と「診断チェックシート」に案件詳細画面の
データを転記してください。

書類の準備が終われば実際に診断です。

提案メニュー一覧も参考になります



設備単位型の診断チェックシートです
ウォークスルー診断を実施する場合はこのシートをもとに診断することとなっています。
報告書の作成もこのシートの内容に基づき作成します。



報告書を作っていきましょう。
設備単位プランは 「表紙」「総括」「省エネ提案一覧」と「提案詳細」が入力必須。
工場・事業所全体プランは「データ入力」「表紙」「総括」「省エネ提案一覧」「

工場・事業所全体プランでは「提案詳細」は任意入力となっていますが、実際に作っていくと、「省エネ提案一覧」
は「提案詳細」のデータを引用しているので、事実上必須です。



表紙の作成です

Ｓポータルの案件詳細画面から転記します



案件詳細画面から転記しましょう

これはどこから？

総括はチェックシートの内容など
から記載してください。

総括の作成です



受診企業からの資料（請求書等）で入力します。
（設備単位プランは任意入力）



省エネ提案一覧の作成です

提案内容等（⻩⾊）は
プルダウンで入力できます。

エネルギー削減量等（白い）
は提案詳細からデータが飛びます。



詳細提案の作成です

省エネ提案一覧からデータが飛んでいます。

詳細についてはチェックシートを元に記載してください

さて、ここをどうやって入力したものか？



エネルギー使用状況の作成です。
（工場・事業所全体プランでは必須です）

グラフと票は「データ」入力の数値から
作成されます。

コメントを入力してください



（工場・事業所全体プランでは必須です）

実質このページを作れば、あとは主に各ページ
に要約転記を行うことになろうかと思います。

このあと、作成の方法について

一般社団法人 省エネルギーセンター
鈴木 伸隆マネージャーより
ご講演をいただきます
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報告会で必要な書類
渡すもの
・診断報告書
・完了届
・検収書（書いてもらう）

もらうもの
・従事証明書
・検収書

最後に渡すもの
・請求書（検収書をもらった後）



完了届
検収書

受診企業に書いてもらいます

自分の所属企業ではなく
登録診断機関 一般社団法人山梨県管工事協会 となります





従事証明書は原則 診断、報告会ごと 受診企業からもらいます 請求日は検収書の日付
以降としてください

見積書・請求書編集画
面から修正ができます





ご清聴ありがとうございました


